第３部　無機物質
実験No.3
実験日　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
目的硫化水素と金属陽イオンの反応における沈殿（金属硫化物）が、pHの違いとどのような関係にあるかを理解する。
準備必要な器具を確認し、□にチェック✔をいれる
□キップの装置(ドラフト内にてFeSとH2SO4を反応させる)　□試験管(7)　 □試験管台　□硝酸銀AgNO3、硝酸鉄(Ⅲ)Fe(NO3)3、硝酸亜鉛Zn(NO3)2、硝酸ナトリウムNaNO3、硝酸マンガン(Ⅱ)Mn(NO3)2、硝酸カドミウム(Ⅱ)Cd(NO3)2、硝酸銅(Ⅱ)Cu(NO3)2の各0.1mol/L水溶液　□駒込ピペット(2)　□スポイト　□2mol/ L-HNO3硝酸　　　　　□2mol/L-NH3アンモニア水　

実験1　※使用した薬品の廃液はドラフト内にて回収します。流しに流さないこと。
　　　　※２名１グループとし、２グループで②と③の実験を手分けして行う。
　①AgNO3、Fe(NO3)3、Zn(NO3)2、NaNO3、Mn(NO3)2、Cd(NO3)2、Cu(NO3)2の各0.1mol/L水溶液を5mLずつ試験管にとり、水溶液の色を下の表に記入しなさい。
②①のAgNO3以外の各水溶液に0.1mol/L-HClを1mL加えて酸性にした後、ドラフト内で硫化水素H2Sを通してみよ。沈殿の有無、色などの結果を下の表に記入しなさい。
　※AgNO3水溶液は0.1mol/L-H NO3を1mL加えて酸性にする。
　③①の各水溶液に、2mol/L-NH3アンモニア水1mL加えて塩基性にした後、ドラフト内で硫化水素H2Sを通してみよ。沈殿の有無、色などの結果を下の表に記入しなさい。
	
	AgNO3
	Fe(NO3)3
	Zn(NO3)2
	NaNO3
	Mn(NO3)2
	Cd(NO3)2
	Cu(NO3)2

	①各水溶液の色
	
	
	
	
	
	
	


	
	
	AgNO3
	Fe(NO3)3
	Zn(NO3)2
	NaNO3
	Mn(NO3)2
	Cd(NO3)2
	Cu(NO3)2

	②　酸性
	沈殿あり
	色
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	化学式
	
	
	
	
	
	
	

	
	沈殿なし
	水溶液の色
	
	
	
	
	
	
	

	③　塩基性
	沈殿あり
	色
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	化学式
	
	
	
	
	
	
	

	
	沈殿なし
	水溶液の色
	
	
	
	
	
	
	


※沈殿が生じる場合は「沈殿なし」の欄は斜線を引く
※沈殿が生じない場合は「沈殿あり」の欄は斜線を引く

考察１
①沈殿が生じた反応において、その沈殿の化学式を考え、上記の表に記述しなさい。
②各金属イオンが硫化物沈殿を生じる条件について、pHの違い（酸性・塩基性）でどのようなグループ分けになっているかを考察しなさい。
	考察






演示実験
①50mLビーカーにショ糖C12H22O11を入れ、濃硫酸H2SO4を注いでしばらく観察する。どのような現象が起こったか。
	



考察2
上記の演示実験は、硫酸のどのような性質によるものかを考察し、記述しなさい。
	考察





【実験で気づいたこと、分かったこと、学んだこと】














実験日　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
目的硫化水素と金属陽イオンの反応における沈殿（金属硫化物）が、pHの違いとどのような関係にあるかを理解する。
準備必要な器具を確認し、□にチェック✔をいれる
□キップの装置(ドラフト内にてFeSとH2SO4を反応させる)　□試験管(7)　 □試験管台　□硝酸銀AgNO3、硝酸鉄(Ⅲ)Fe(NO3)3、硝酸亜鉛Zn(NO3)2、硝酸ナトリウムNaNO3、硝酸マンガン(Ⅱ)Mn(NO3)2、硝酸カドミウム(Ⅱ)Cd(NO3)2、硝酸銅(Ⅱ)Cu(NO3)2の各0.1mol/L水溶液　□駒込ピペット(2)　□スポイト　□2mol/ L-HNO3硝酸　　　　　□2mol/L-NH3アンモニア水　

実験1　※使用した薬品の廃液はドラフト内にて回収します。流しに流さないこと。
　　　　※２名１グループとし、２グループで②と③の実験を手分けして行う。
　①AgNO3、Fe(NO3)3、Zn(NO3)2、NaNO3、Mn(NO3)2、Cd(NO3)2、Cu(NO3)2の各0.1mol/L水溶液を5mLずつ試験管にとり、水溶液の色を下の表に記入しなさい。
②①のAgNO3以外の各水溶液に0.1mol/L-HClを1mL加えて酸性にした後、ドラフト内で硫化水素H2Sを通してみよ。沈殿の有無、色などの結果を下の表に記入しなさい。
※AgNO3水溶液は0.1mol/L-H NO3を1mL加えて酸性にする。
　③②の各0.1mol/L水溶液を5mLずつ試験管にとり、2mol/L-NH3アンモニア水1mL加えて塩基性にした後、ドラフト内で硫化水素H2Sを通してみよ。沈殿の有無、色などの結果を下の表に記入しなさい。
	
	AgNO3
	Fe(NO3)3
	Zn(NO3)2
	NaNO3
	Mn(NO3)2
	Cd(NO3)2
	Cu(NO3)2

	①各水溶液の色
	無色透明
	黄褐色
	無色透明
	無色透明
	淡桃色
	無色透明
	青色


	
	
	AgNO3
	Fe(NO3)3
	Zn(NO3)2
	NaNO3
	Mn(NO3)2
	Cd(NO3)2
	Cu(NO3)2

	②　酸性
	沈殿有り
	色
	黒色沈殿
	
	
	
	
	黄色沈殿
	黒色沈殿

	
	
	化学式
	Ag2S
	
	
	
	
	CdS
	CuS

	
	沈殿無し
	水溶液の色
	
	淡緑色
	無色透明
	無色透明
	淡桃色
	
	

	③　塩基性
	沈殿有り
	色
	黒色沈殿
	黒色沈殿
	白色沈殿
	
	淡桃色沈殿
	黄色沈殿
	黒色沈殿

	
	
	化学式
	Ag2S
	FeS
	ZnS
	
	MnS
	CdS
	CuS

	
	沈殿無し
	水溶液の色
	
	
	
	無色透明
	
	
	


※沈殿が生じる場合は「沈殿なし」の欄は斜線を引く
※沈殿が生じない場合は「沈殿あり」の欄は斜線を引く
考察１
①沈殿が生じた反応において、その沈殿の化学式を考え、上記の表に記述しなさい。
②各金属イオンが硫化物沈殿を生じる条件について、pHの違い（酸性・塩基性）でどのようなグループ分けになっているかを考察しなさい。
	考察
酸性・塩基性でも沈殿しない　　　　　　　　　→Na＋
酸性では沈殿しないが、塩基性で沈殿を生じる　→Fe3＋、Zn2＋、Mn2＋
酸性・塩基性でも沈殿する　　　　　　　　　　→Ag＋、Cd2＋、Cu2＋
イオン化傾向が大きい金属イオンの硫化物は沈殿しない。イオン化傾向が中程度の金属イオンの硫化物は金属は塩基性で沈殿する。イオン化傾向が小さい金属イオンの硫化物は酸性でも塩基性でも沈殿する。



演示実験
①50mLビーカーにショ糖C12H22O11を入れ、濃硫酸H2SO4を注いでしばらく観察する。どのような現象が起こったか。
	始め、ショ糖が黄色く変化し、煙が出てきた。後に反応が激しくなり、ショ糖は黒く変化した。その際、ビーカーからあふれそうなくらいふくれあがった。甘いにおいがした。



考察2
上記の演示実験は、硫酸のどのような性質によるものかを考察し、記述しなさい。
	考察
ショ糖が黒変したため、ショ糖中のH2Oが奪われる脱水反応がおこった。




【実験で気づいたこと、分かったこと、学んだこと】












目的硫化水素と金属陽イオンの反応における沈殿（金属硫化物）が、pHの違いとどのような関係にあるかを理解する。
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[bookmark: _GoBack]「実験のまとめ」は「実験の目的」に沿った内容を書くようにしてください。よい視点で疑問点を挙げているものもあります。多くの人が「NaNO3は酸性、塩基性でも沈殿を生じない」と一部のまとめしかできていないようである。
【参考例】
イオン化傾向が大きい金属イオンの硫化物は沈殿しない。イオン化傾向が中程度の金属イオンの硫化物は金属は塩基性で沈殿する。イオン化傾向が小さい金属イオンの硫化物は酸性でも塩基性でも沈殿する。液性による沈殿の有無の境界は下記のようになる。

　K　Ca　Na　Mg　Al　Zn　Fe　Ni　Sn　Pb　H　Cu　Hg　Ag　Pt　Au
　　　　　沈殿しない　　　　中性・塩基性　　　　　酸性でも沈殿する
　　　　　　　　　　　　　　でしか沈殿しない
　　　　 　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　（共同実験者　　　　　　　）
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